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＜病棟連絡事項＞
・血糖測定やインスリンを実施した際は実施者がフローシートへ忘れず記入するようにしていきましょう。
・池野様、中市様の排泄チェック表の記載方法について・・・

　排便があった際は△印のみの記載だと排便量が分からないため、排便量の確認をするためにも“付着・少量・中等量・多量”と記載してはどうかという案が出ました。試しに1週間ほど前述の方法での記載をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・田端　希依子様～10時10分自宅へ退院となりました。
・類家　健様～東病棟Dユニットより西Aユニットへ転入となりました。

・船田　泰子様～臨時薬(芍薬甘草湯)を本日の朝食後より14日分処方となりました。

生活保護の書類に印鑑が必要とのことです。印鑑の購入はPSWが代行
し購入する予定です。本人へはPSWより説明済みです。生活保護の方が後日来院し書類の記載などをしていきます。日程が決まり次第、PSWから病棟に連絡がきます。
・成田　尚史様～PSWより26日(水)9：30～青山荘、13：45～青陽館の見学を予定していると連絡があり、本人・家族へ説明し了承しています。訪問看護についても本人と家族へ説明しています。利用の有無は検討してもらい後日伝えてもらうことにしています。
・平野　稔様～昨日、退院前訪問指導を実施しています。
　　　　　　　詳細については各自電子カルテを参照して下さい。
・小田　タネ様～9/30分のアレンドロン酸1T処方となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・成田　富士子様～本日10時半すぎに本人より低血糖症状の訴えがあり血糖測定を行い、低血糖のためブドウ糖を服用しています。15分後の再検でもBS：75mg/dlで再度ブドウ糖を服用し昼食に向かっています。昼食後はBS：193mg/dlとなり指示のインスリンを施行しています。
・中市　正治様～本日7:28嘔気訴えありその後、胃液様の嘔吐少量見られています。血圧低めですがその他バイタルサインに問題はありません。主治医へ報告し経過観察の指示を受けています。以後、嘔気嘔吐はなく食事は摂取できています。
・田村　真紀子様～詰所のカウンター前に常時立っていたり、病棟内をウロウロしたりと

落ち着きのなさ見られています。スタッフへの話かけや電話連絡の回

数が多くなってきています。精神症状に動きが出てきているため引き

続き観察を行っていきましょう。
・石井　幸子様～夜間帯は不眠で経過し帰宅要求聞かれています。荷物をまとめオートドアの前をウロウロしています。数日前に服薬した素振りを見せ手に隠し持っていこうとする行為あったため、確実に服薬がされているか観察をしていきましょう。また、適宜所在の確認も行っていきましょう。

＜転入患者様情報＞
　・類家　健様(70歳)　男性　　
主病名：妄想性障害　　主治医：深澤Dr　　入院形態：医療保護
■処置：帯状疱疹にて当院の皮膚科受診中。
　　　　患部にゲンタシン塗布している

■退院先：自宅оr施設　
※現在の状態が持続しているようであれば家族は同居困難とのこと。
■ADL：自立
■生活自己管理状況：差し入れ→家族　　
　　　　　　　　　　洗濯→自己洗濯に切り替え予定(家族に洗剤依頼中)
近日中に家族来院する予定なので、来院時に個室利用申込書などの書類の記入
をしていただいてください。また、携帯電話の返却もお願いします。
